
氏名 　三　木　理　史　

学部担当科目

・地理学講読・調査法(六)（前期）
・地理学分析・表現法(六) (後期)
・地理学地域調査演習(六)（通年）
・地理学演習(八)（通年）
・観光・交通地理学(前期)
・地理学実習(一)（通年）
・日本地誌概論(後期)
・地理学特殊講義(六)(後期)

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・途上地域特論(通年)
・地誌学演習Ⅰ(通年)
・地誌学演習Ⅱ(通年)
※上記は受講者なしにつき「不開講」

授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学会・経営史学会・日
本産業技術史学会・地方史研究協議会・北海道東北史研究会・交通史学会・鉄道史学会・日本
植民地研究会

日本の鉄軌道廃線に関する研究／近代日本の地理写真史の研究

地理学科３年次ゼミでは、野外巡検にあたり報告書『福岡巡検報告書－福岡県とその周辺の地域
調査－』（三木ゼミ調査法・野外研究調査報告書第24号,2022年)の企画・指導・引率を行い編集・
発行した。その他：関西大学文学部(前期：歴史地理学担当)に出講した。

【委員等】鉄道百五十年史分担執筆担当
【学会役員等】人文地理学会理事(2022年11月～)・同代議員(2020年11月～)／歴史地理学会評
議員／鉄道史学会理事(22年11月～現在)

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

歴史地理学・交通地理学／鉄道史・写真史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

【競争的資金獲得】平成31～34年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「帝国日本
における戦時輸送の地域間関係に関する研究」(研究代表者)、令和3～6年度日本学術振興会科
学研究費補助金基盤研究(B)「20世紀前半の東アジア海域における海上交通の発達と沿岸地域
の動向」(研究代表者：筑波大学大学院人文社会科学研究科教授・中西僚太郎、研究分担者)、
2022年度第54回日立財団倉田奨励金「縮小史観からみた日本鉄道史の再構成(研究  研究代表
者：三木理史)

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

地理学科学科主任／全学人事委員／企画委員会委員／入試広報委員会委員／居合道サーク
ル顧問／サークル・旅と鉄道顧問／ソフトボールサークル顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・観光論



単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単独

単独
②対樺太輸送経路の形成と稚内
の港湾都市誌―宗谷(本)線と  鉄
道省稚泊航路の形成をめぐ って―

⑤高度経済成長期における国鉄
ローカル線廃止―幸袋線の廃止を
めぐって―

①高度経済成長期における国
鉄  幸袋線廃止(シンポジュウ
ム:交通史と歴史地理)

④大手民鉄における不採算路線の
休廃止―名古屋鉄道における岐阜
地区4線区廃止問題を事例に―

「●●沿線の近現代史」シリーズの近鉄
を担当したもの

③北海道における地方交通線対
策と池北線―北海道ちほく高原鉄
道への転換過程に関する一考察―

国土交通省、岐阜県庁および岐阜市
役所の行政文書を活用して標記の題目
を解明。

飯塚市の行政文書を活用して、1960年
代の幸袋線廃止の経緯を解明した。

（学会発表）

①『島根県写真帖』の成立―
1907年の山陰行啓をめぐって
―

②日ソ戦争期の中国東北地域
の　鉄道輸送

②満鉄輸送史の研究

学術論文⑤の内容をシンポジュウム報
告としてリモート発表したもの。

科学研究費にもとづく研究分担者として
行った共同研究の成果をリモート発表
したもの。

『鉄道150年史』(仮題)の分担箇所で実
施した事例研究の詳細報告(前編)をま
とめた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①近鉄沿線の近現代史(CPCリ
ブ　レNo.18)

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

過去約10年間に発表した南満洲鉄道
に関する主要論文を集成した論文集

2022年11月

2023年2月

2023年2月

2023年2月

島根県庁の行政文書を活用して、『島
根県写真帖』の編さん過程を明らかに
した。

科学研究費にもとづく研究分担者として
行った共同研究の成果報告論文集へ
の寄稿。

クロスカルチャー出版2022年10月

2023年2月

2023年3月

歴史地理学会『歴史地
理学』  第64巻 4号

日ソ戦争史研究会編『日
ソ戦争史の研究』勉誠出
版

奈良大学『奈良大学紀
要』第51号

塙書房

第48回交通史学会大
会(シンポジュウム報告
於・近畿大学)

第64回サハリン樺太史
研究会例会(リモート)

2023年2月

2022年5月

奈良大学大学院『奈良大
学大学院研究年報』第28
号

交通史学会『交通史研
究』第102号

⑦北サハリン占領と島内・外の交通
体系―サハリン島一島支配と輸送
―

2023年3月

原暉之・兎内勇津流・竹野
学・池田裕子編著『日本帝
国の膨張と縮小―シベリア
出兵とサハリン・樺太』(スラ
ブ・ユーラシア叢書16)北海
道大学出版会

科学研究費にもとづく研究分担者として
行った共同研究の成果報告論文集へ
の寄稿。

⑥北海道ちほく高原鉄道の経
営と廃止

2023年3月
奈良大地理学会 『奈
良大地理』  第26号

『鉄道150年史』(仮題)の分担箇所で実
施した事例研究の詳細報告(後編)をま
とめた。



単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

⑤大阪市営渡船と架橋(特集:
現役渡船大集合)

⑨大都市交通の戦前・戦後と交
 通調整論(鉄道開業150年～歴
史と人物～第4回)

①1971年近畿日本鉄道大阪線正
面衝突事故をめぐる地理的基底要
因

③サイクルトレインの起源を求
めて(特集：自転車と旅)

標題の特集号にあたり、大阪市営渡船
と架橋の関係を紹介したもの。

（その他）

②国土開発と鉄道(鉄道150年
－歴史のポイントを振り返る　第
6回)

鉄道創業150年記念の連載記事で標題
の内容を分担執筆した。

国土交通省所蔵の旧運輸省文書を活用し
て、当該事故を通説と異なる角度から考証し
た。

鉄道創業150年記念の連載記事で標題
の内容を分担執筆した。

標題の特集号にあたり、サイクルトレイ
ンの起源を昭和初期に遡って考察した
もの。

2023年3月

日本地理学会『E-
journal GEO』第17巻2
号

交通新聞社『ＪＲガゼッ
ト』第426号

古今書院『地理』第67
巻10号

一般財団法人日本地図
センター『地図中心』第
602号

一般社団法人日本交
通協会『汎交通』2022
年度第Ⅳ号

2022年7月

2022年9月

2022年10月

2022年11月

⑧交通と歴史地理 2023年2月
日本地理学会編『地理
学事典』丸善出版

『地理学事典』のうち当該テーマの箇所
を分担執筆した。

⑦書評　廣田 誠・山田雄久・加藤
諭・嶋 理人・谷内正往　著『近鉄・
南海の経営史研究兼業をめぐっ
て』

2022年12月
経営史学会『経営史
学』第57巻 3号

表題の図書を書評したもの。

④書評　林采成『東アジアのな
か　の満鉄』

2022年10月
鉄道史学会『鉄道史
学』第40号

表題の図書を書評したもの。

⑥国立国会図書館資料にみる
鉄道関係資料―鉄道を調べる

2022年12月
国立国会図書館『国立
国会図書館月報』第
740号

鉄道創業150年記念で国立国会図書館所
蔵資料のうち、鉄道に関わる興味ある題材
を紹介。


